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「御嶽はくさい」生産者激励とトップセールス 農産物品評会「野菜・花」
　８月４日と８日にＪＡの亀子組合長、糸魚川
専務らが、出荷最盛期を迎えた「御嶽はくさ
い」の圃場巡回を行いました。冷涼な木祖村
や開田高原
でも高温が
続いており、
品質管理と
安定生産に
励む生産者
を労い、激
励しました。

　８月12日に木曽町の原久仁男町長、木祖村
の奥原秀一村長とＪＡの亀子組合長が京都市中
央市場内の京都青果合同㈱でトップセールスを
行い「御嶽はくさい」をＰＲしました。セール
ス直後の競売では2,200～3,500円の高値で落
札いただきました。

　８月19日　令和７年度木曽郡農産物品評会の
野菜と花の審査を行いました。主要品目の御嶽
はくさいをはじめ、トマト、ピーマン、インゲ
ンなどの野菜と小菊などの花卉合わせて30点の
出品があり、最優秀賞２点、優秀賞３点、優良
賞３点を選び
ました。10月
末に玄米の審
査を予定して
おり、受賞者
の表彰は地区
組合員総集会
で行います。
審査結果 (敬称略)

旬のトウモロコシを味わって

開田こども園開田こども園木曽こども園木曽こども園

三岳こども園三岳こども園

王滝保育園王滝保育園

掲載できなかった写真はホームページでもご覧いただけます。

日義こども園日義こども園

　ＪＡは、食と農に触れ理解を深めていただく活
動の一環として、開田高原産のトウモロコシ560
本余りを管内全ての認定こども園と保育園へ贈呈
しました。８月21日に木曽町開田こども園で贈
呈式が行われ、亀子組合長らが訪問しました。
　亀子組合長は、子どもたちへ開田で採れるトウ
モロコシは甘くおいしいので大勢の人たちに買っ
てもらっていると話し、「疲れた体を元気にして
くれるからいっぱい食べて」と呼びかけました。
「おもーい！」と言いながら１本ずつ受け取った
園児は、喜んで皮をむいていました。

審査のようす審査のようす

生産者と生育状況などを確認（木祖村）生産者と生育状況などを確認（木祖村）
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入　賞　名 品　名 氏　名 地 区
最 優 秀 賞
（木曽地域振興局長賞） はくさい 中田　真司 開田

最 優 秀 賞
（木曽農業協同組合長賞） スターチス 水澤まどか 上松

優 秀 賞
小　　菊 田中　芳男 大桑
はくさい 藤原　　大 木祖
ミニトマト 山下　香織 王滝

優 良 賞
ト  マ  ト 倉本由美子 日義
ピーマン 川上　知浩 木祖
黄なんばん 永瀬　健弘 木祖



地域協同活動
　８月14日　木曽町日義地区で開催された木
曽義仲旗挙げまつりに中部支所が出店し、おも
ちゃ・野菜すくいと、新米が当たる野菜の重
さ当てクイズ
を行いました。
会場は、帰省
中の家族連れ
や地元の子ど
もたちなど大
勢の方でにぎ
わいました。

皆様からの情報提供をお待ちしています。
ＪＡ木曽企画管理部 ☎０２６４－２２－２１２８

８月家畜市場振興３品目出荷講習会
　８月７日　長野県中央家畜市場（木曽町）で
定例８月市場が開催され、279頭の取引が成立
しました。子牛全体の平均価格は前回６月と
比較し18,839円上回り665,808円（税込み）、
木曽管内の出荷頭数は63頭で平均価格は前回
より36,065円上回り664,522円（同）となり
ました。枝肉相場は相変わらず低迷しています
が、前回と同様に増体がある人気の種雄牛が多
かったことや、全国的に子牛不足となっている
ことで平均価格が上回ったとみられます。

前回を上回った８月家畜市場前回を上回った８月家畜市場黄なんばんの収穫適期の色を確認する参加者黄なんばんの収穫適期の色を確認する参加者

　８月４日　振興３品目の「黄なんばん」「ミニ
トマト」「モロッコインゲン」出荷講習会を開催
し12人の生産者が参加しました。市場への出荷
は４年目となり、収穫や追肥のタイミングや箱
詰め方法などをＪＡの技術員が説明しました。
　高温が続くため水やりが重要になっているこ
と、市場からの信用を維持する意識を持ち、統
一した出荷規格を守ることが確認されました。
　ＪＡでは上記３品目と、ピーマンを振興４品
目として市場出荷する生産者を募集しておりま
す。来年度に向けて興味のある方はぜひご連絡
ください。

「御嶽はくさい」種まきと収穫の体験
　７月27日　木曽町開田高原でＪＡ職員ら11
人が参加し「御嶽はくさい」の種まき体験を行
いました。生産者の志水敏春さんの圃場で、畝
のマルチに開けられた２つの穴に１粒ずつ種を
まきました。ふだんは事務職の職員が多く、「さ
わやかな暑
さで気持ち
よく作業で
きた、収穫
が楽しみ」
と感想が聞
かれました。

　８月15日　年金支給日に合わせて開催する
南木曽店の軽トラ市は３年目になりました。

　軽トラ市を
目的とした来
店者も増えて
おり、今回も
トウモロコシ
などたくさん
の夏野菜を買
い求めていま
した。

　この日は木曽町が主催する農業のインターン
シップも開催されました。関東や東海からの参
加者と一緒に職員３人も体験させていただきま
した。志水さんの指導でハクサイを刃物で切り

取って収穫し
箱詰めする作
業を行いまし
たが、どちら
も難しくコツ
の必要な作業
で悪戦苦闘し
ていました。



ご相談・お問い合わせはご相談・お問い合わせは 農業生活部 農業生活部 農事園芸課 ☎農事園芸課 ☎（0264）（0264）23 ‒331023 ‒3310 農事園芸課 狩戸　公彦狩戸　公彦

　今月は、市場出荷品目として推進していく品目をご紹介します。

宿根スターチス・ブルーファンタジアマリン 
　近年、トルコギキョウが作り難くなり代替品目として導入したの
が宿根スターチス・ブルーファンタジアマリンです。
　一般的な１年生ブラシ型のスターチスとは異なり多年草でカスミ
ソウ型のスターチスです。鮮やかなラベンダー色とボリューム感が
特徴です。
　ハウス栽培が必要条件となりますが、乾燥や耐暑性・耐寒性に優
れており管理しやすい品目です。

テマリシモツケ・ディアボロ 
　ＪＡ木曽では令和５年度より出荷を開始しま
した。赤紫～黒色の葉色が特徴的で秋のブライ
ダルやハロウィン需要にピッタリな品目です。
チョウモク類の食害や降雨時の湿害など防除や
対策が必要ですが、露地栽培で比較的育てやす
い品目です。
　メインの出荷時期は秋になりますが、今年よ
り試験的に初夏と秋の２回出荷をすることで収
益性を高める取り組みを行っております。

小　菊 
　ＪＡ木曽では７年前より取り組みを始め、２年前に大幅な栽培方法の
見直しを行い市場へ安定供給が行えるようになりました。東京の市場と
連携し品質向上と生産量増大に向けて８名の生産者で取り組んでいま
す。今年のお盆出荷では４名で２万本の出荷を
行いました。
　栽培難易度はかなり高めですが、市場からの
出荷要請も強く需要期にはしっかりとした引き
合いが見込まれている品目です。今後も生産拡
大と品質向上に取り組んでまいります。

この３品目につきまして この３品目につきまして 新規生産者新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者ををををををををををををををを募集募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集 しておりますのでしておりますので
興味を持たれた方はお気軽にお問い合わせください興味を持たれた方はお気軽にお問い合わせください
なお、いずれの品目も市場出荷を前提としておりますので１アール以上の
面積と定植数をお願いしております。



古  

坂
　
　
房  

選

俳
句
募
集

※一人ハガキ１枚に未発表作品３句以内を記入し、住所・氏名・電話番号を明記のうえ、下記へ郵送してください。

　　　　　　  【投稿先】〒397-0002 木曽町新開2795-2   「古坂　房 先生」宛
　　　　　　  ［締切日は設定しません、いつでもご投句ください。≪毎月発表しています≫］

木
曽
住
ひ
い
よ
い
よ
ク
ー
ラ
ー
必
需
品

見
る
か
ら
に
行
儀
よ
ろ
し
き
雨
蛙

朝
採
り
の
紫
陽
花
に
合
ふ
大
徳
利

炎
帝
に
負
け
じ
と
振
れ
り
誘
導
棒

極
暑
か
な
鯉
も
木
陰
へ
避
難
せ
り

宵
闇
に
祭
囃
子
の
遠
音
聞
く

雨
上
り
揃
い
鳴
き
出
す
蝉
時
雨

冷
し
麦
薬
味
揃
へ
て
夫
を
待
つ

夏
草
を
蹴
散
ら
し
進
み
刈
り
尽
く
す

栗
の
花
谷
を
渡
り
て
匂
ひ
く
る

極
ま
り
し
暑
さ
方
言
丸
出
し
に

心
地
良
く
差
し
込
む
窓
辺
夏
の
月

あ
れ
こ
れ
と
準
備
忙
し
き
夏
祭
り

ゴ
ー
ヤ
蔓
自
由
気
ま
ゝ
に
空
掴
む

夕
立
に
畑
の
野
菜
の
色
深
く

井
戸
水
に
白
桃
浮
べ
裏
通
り

い
ろ
い
ろ
と
告
げ
る
こ
と
あ
り
墓
参
り

夏
草
や
隣
の
畑
へ
猿ま
し
ら

来
る

冷
麦
や
細
く
て
白
い
女
房
似
で

無
人
駅
旅
の
終
り
の
蝉
時
雨

薯
採
れ
て
ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
に
満
足
す

散
歩
路
の
青
き
毬
栗
よ
け
て
行
く

上　

松　

村　

仲　
　
　

徹

上　

松　

奥　

原　

昭　

子

木　

祖　

岩　

原　

政　

広

大　

桑　

木
戸
口　

信　

幸

上　

松　

堀　

川　

悦　

子

王　

滝　

小　

山　
　
　

誠

福　

島　

圃　

中　

英　

実

上　

松　

石　

田　

な
つ
子

上　

松　

福　

邑　
　
　

忠

王　

滝　

水　

宅　

ゆ　

き

木　

祖　

佐
々
木　

千
代
子

贄　

川　

小
澤　

ゆ
ず
り
ん

木　

祖　

長　

尾　

孝　

之

大　

桑　

加　

藤　

孝　

治

王　

滝　

森　
　
　

寿
美
恵

明
石
市　

小　

田　

和　

子

明
石
市　

小　

田　

慶　

喜

上　

松　

吉　

村　

行　

男

上　

松　

高　

柳　

和　

義

大　

桑　

池　

口　

剛　

代

三　

岳　

南　

村　

美
千
代

南
木
曽　

赤　

坂　

ひ
で
子

【
選
評
】
●
徹
さ
ん
…
…
連
日
の
暑
さ
に
木
曽
節
の
謡
の
よ
う
な
わ
け
に
は
な
ら
ず
、
ク
ー
ラ
ー
の
欲

し
い
時
が
き
た
よ
う
で
す
。
年
々
暑
く
な
り
心
配
に
な
り
ま
す
。

●
昭
子
さ
ん
…
雨
蛙
の
四
つ
足
つ
い
て
の
姿
に
思
わ
ず
微
笑
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
い
ろ
い

ろ
な
生
き
物
が
消
え
る
中
雨
蛙
は
元
気
だ
と
…
。

●
政
広
さ
ん
…
紫
陽
花
を
徳
利
に
活
け
た
と
の
こ
と
。
水
あ
げ
も
よ
い
か
も
。
座
り
も
よ
い

し
よ
い
で
す
ね
。

選
者
の
一
句

  
そ
れ
ぞ
れ
に
揺
れ
新
涼
の
千
の
枝

尾
羽
林
も
と
ゑ  

選

⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇

刻
ま
れ
て
ま
だ
新
し
き
夫
の
名
を
な
ぞ
れ
ば
墓
誌
に
涙
落
ち
た
り

木　

祖　

佐
々
木　

千
代
子

友
を
頼
み
痛
む
足
腰
に
ム
チ
を
打
ち
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
に
蜂
よ
け
網
を
張
る

木　

祖　

武　

重　
　
　

慧

新
緑
の
緑
と
若
葉
の
山
並
は
英
知
と
涼
を
木
曽
人
に
醸
す

木　

祖　

唐　

澤　

達　

夫

木
曽
節
に
夏
で
も
寒
い
と
唄
わ
れ
ど
七
月
の
日
々
は
三
十
二
度
超
す

日　

義　

越　

取　

思
正
子

諍
ひ
の
素
と
な
り
た
る
猿
害
に
老
い
て
居
ら
れ
ぬ
活
力
を
貰
ふ

新　

開　

池　

井　

十
与
子

朝
ド
ラ
の
「
あ
ん
ぱ
ん
」
に
激
動
の
時
を
生
き
た
る
父
母
が
重
な
る

開　

田　

嶽　

見　

和　

子

働
き
つ
つ
学
び
し
工
場
の
閉
鎖
知
り
過
ご
し
し
日
々
を
言
ひ
合
ふ
友
と

三　

岳　

大　

豆　

ふ
み
子

猛
暑
に
は
負
け
じ
と
家
に
引
き
こ
も
り
庭
の
草
木
は
た
だ
伸
び
放
題

上　

松　

野　

口　

英　

作

い
さ
ぎ
よ
く
落
ち
て
は
消
ゆ
る
星
く
ず
を
な
に
ご
と
と
も
せ
ず
大
空
広
し

大　

桑　

科　

野　

八　

重

空
梅
雨
に
ま
だ
鮮
や
か
な
紫
陽
花
を
折
り
く
れ
し
人
あ
り
仏
前
へ

大　

桑　

金　

澤　

紀　

子

遠
く
よ
り
夏
鶯
の
さ
え
ず
り
が
聞
こ
え
来
る
朝
こ
こ
ろ
安
ら
ぐ

大　

桑　

髙　

橋　

志
げ
子

逆
八
の
字
の
せ
ま
き
歩
幅
の
身
と
な
り
て
歩
け
歩
け
の
人
羨
ま
し

大　

桑　

樋　

田　

平　

好

佳　

作

【
選
評
】
①
第
二
次
世
界
大
戦
の
戦
場
と
な
っ
た
ト
ラ
ッ
ク
諸
島
が
名
称
を
変
更
し
チ
ュ
ー
ク
諸
島
と

な
っ
た
。
戦
後
八
十
年
、
戦
死
の
お
父
様
は
還
ら
な
い
。

②
木
曽
の
名
刹
、
徳
音
寺
は
作
者
の
地
元
の
お
寺
で
あ
り
、
親
交
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
。
暑
い

こ
の
夏
、
打
ち
水
に
心
身
と
も
に
癒
さ
れ
て
い
る
歌
。

③
幼
子
の
絵
か
ら
「
ピ
カ
ソ
」
を
発
想
し
、「
師
と
す
る
」
と
の
表
現
に
謙
虚
さ
を
感
じ
る
。

曾
孫
さ
ん
と
の
久
々
の
お
絵
描
き
が
良
い
歌
に
な
っ
た
。

秀　

作

①

名
を
変
え
て
チ
ュ
ー
ク
諸
島
と
呼
ば
る
る
も
ト
ラ
ッ
ク
諸
島
に
父
は
眠
れ
り

王　

滝　

三　

浦　

美　

春

②

徳
音
寺
の
山
門
く
ぐ
れ
ば
清す
が

々す
が

し
打
ち
水
し
あ
り
暑
さ
和
ら
ぎ
て

日　

義　

倉　

本　

惠　

子

③

久
に
会
い
曾
孫
と
お
絵
描
き
楽
し
み
ぬ
ピ
カ
ソ
を
師
と
す
る
絵
と
も
思
え
る

南
木
曽　

小　

椋　

シ
ガ
子

短
歌
募
集

※一人ハガキ１枚に未発表作品２首以内を記入し、住所・氏名・電話番号を明記のうえ、下記へ投稿してください。
【投稿先】〒397-0001 木曽郡木曽町福島2800   「ＪＡ木曽本所企画管理部　ＪＡ歌壇　係」行
［≪11月号掲載作品を募集中です≫編集の都合により、９月末日までの到着はがきにて選考いたします。］



健
康
生
活
研
究
所
所
長

堤　

喜
久
雄

脳
ト
レ
！

脳脳脳脳脳脳脳
トトトト
レレレレレレ
！！！    

手
足
の
体
操

手手手手手手
足足足足足足
のののののの
体体体体体体体
操操操操操操操

救
缶
鳥
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
考
え
る
食
品
ロ
ス

　

９
月
は
防
災
月
間
。
２
０
０
９
年
に

始
ま
っ
た
備
蓄
食
品
の
食
品
ロ
ス
を
削

減
す
る
取
り
組
み
「
救
缶
鳥
（
き
ゅ
う

か
ん
ち
ょ
う
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
ご

存
じ
で
し
ょ
う
か
。
栃
木
県
那
須
塩
原

市
で
パ
ン
の
缶
詰
製
造
・
販
売
を
展
開

す
る
株
式
会
社
パ
ン
・
ア
キ
モ
ト
が
展

開
し
て
い
る
取
り
組
み
で
、
災
害
時
の

備
蓄
食
品
な
ど
と
し
て
パ
ン
の
缶
詰
を

購
入
し
た
客
の
う
ち
、
再
度
購
入
を
希

望
す
る
人
に
対
し
て
、
半
年
か
ら
1
年

間
の
賞
味
期
限
が
残
っ
て
い
る
も
の
を

引
き
取
り
、
世
界
の
飢
餓
・
紛
争
地
域

や
国
内
外
の
災
害
被
災
地
な
ど
へ
届
け

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
が
始
ま
っ
た
き
っ
か

け
は
、
１
９
９
５
年
１
月
17
日
に
発
生

し
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
し
た
。
被

災
地
に
普
通
の
パ
ン
を
届
け
た
も
の
の
、

混
乱
の
中
で
配
り
切
る
こ
と
が
で
き
ず
、

そ
の
多
く
を
捨
て
る
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
パ
ン
・
ア
キ

モ
ト
で
は
試
行
錯
誤
を
重
ね
、
賞
味
期

限
が
最
長
で
５
年
間
保
存
で
き
る
パ
ン

の
缶
詰
を
開
発
し
ま
し
た
。
ま
た
、
パ

ン
の
缶
詰
開
発
だ
け
で
な
く
、
回
収
・

支
援
の
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ
と
で
、

さ
ら
に
食
品
ロ
ス
削
減
に
も
貢
献
し
て

い
ま
す
。
売
っ
て
お
し
ま
い
、
買
っ
て

お
し
ま
い
で
は
な
く
、
そ
の
後
の
こ
と

も
考
え
て

い
る
そ
う

で
す
。

　

私
た
ち

も
、
備
蓄

食
品
を
購

入
す
る
際
に
賞
味
期
限
が
長
い
も
の
を

選
ぶ
こ
と
で
、
食
品
ロ
ス
を
削
減
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
特
に
お
薦
め
の
備

蓄
食
品
は
ア
ル
フ
ァ
米
で
す
。
水
や
お

湯
を
入
れ
る
だ
け
で
ご
飯
が
で
き
、
賞

味
期
限
は
長
い
も
の
で
５
年
以
上
あ
り

ま
す
。

　

災
害
時
の
支
援
食
料
は
お
に
ぎ
り
や

菓
子
パ
ン
、
カ
ッ
プ
麺
な
ど
炭
水
化
物

に
偏
り
が
ち
な
の
で
、
タ
ン
パ
ク
質
が

補
給
で
き
、
長
期
間
保
存
で
き
る
魚

や
豆
類
の
缶
詰
も
お
薦
め
で
す
。
ま

た
、
常
温
で
５
年
間
保
存
で
き
る
野
菜

ジ
ュ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
被
災
時
に
不

足
す
る
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
な
ど
を

補
給
で
き
ま
す
。
炊
飯
時
に
水
の
代
わ

り
に
野
菜
ジ
ュ
ー
ス
で
炊
く
と
栄
養
素

を
補
え
ま
す
。

　

備
蓄
食
品
は
、
買
っ
た
は
い
い
け
れ

ど
保
管
後
の
入
れ
替
え
時
に
捨
て
ら
れ

て
食
品
ロ
ス
と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
賞
味
期
限
が
近
づ
い
た
ら
計

画
的
に
食
べ
る
よ
う
に
す
る
と
、
さ
ら

に
食
品
ロ
ス
削
減
に
つ
な
が
り
ま
す
ね
。

な
く
そ
う
食
品
ロ
ス

なななななな
くくくくく
そそそそそそ
ううううう
食食食食食食
品品品品品品
ロロロロロ
ススススス
食
品
ロ
ス
問
題
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

井
出　

留
美

指
の
間
た
た
き
体
操
で
指
の
疲
れ
を
癒
や
す

　

農
作
業
や
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
、
家
事
な

ど
で
手
や
指
が
疲
れ
た
と
き
に
お
薦
め

の
体
操
で
す
。
指
と
指
の
付
け
根
の
つ

ぼ
（
八
邪
）
を
小
刻
み
に
た
た
い
て
刺

激
し
ま
す
。
指
先
か
ら
温
ま
り
、
じ
ん

わ
り
ほ
ぐ
れ
て
指
の
動
き
が
軽
く
な
る

の
を
感
じ
ら
れ
る
は
ず
で
す
。
初
め
は

無
理
を
せ
ず
、
で
き
る
範
囲
で
続
け
ま

し
ょ
う
。

応  用
⑴
両
手
の
親
指
と
人
さ
し
指
の
間
同
士

を
１
回
軽
く
た
た
き
合
わ
せ
、
手
の

向
き
を
変
え
て
も
う
１
回
た
た
き
合

わ
せ
ま
す
。

⑵
両
手
を
２
回
握
り
ま
す
。
⑴
〜
⑵
を

リ
ズ
ミ
カ
ル
に
10
セ
ッ
ト
程
度
繰
り

返
し
、
他
の
指
で
も
同
様
に
行
い
ま

し
ょ
う
。

３・４
１

２

指の間たたき体操

⑴
両
手
の
親
指
と
人
さ
し
指
の
間
同
士

を
、
ト
ン
ト
ン
と
２
回
軽
く
た
た
き

合
わ
せ
ま
す
。
１
秒
に
１
、２
回
の

速
さ
で
20
回
程
度
繰
り
返
し
ま
す
。

⑵
同
様
に
、
両
手
の
人
さ
し
指
と
中
指

の
間
同
士
、
中
指
と
薬
指
の
間
同
士
、

薬
指
と
小
指
の
間
同
士
を
た
た
き
合

わ
せ
ま
す
。

親指と
人さし指の間

人さし指と
中指の間



特　集





虹のホールきそからのお知らせ虹のホールきそからのお知らせ理事会だより理事会だより

ＪＡバンク ＪＡバンク 年金相談会年金相談会のお知らせのお知らせ

　年金の専門家が分かりやすく相談に応じま
す。ご相談には基礎年金番号通知書（夫婦）、
年金定期便（夫婦）、雇用保険被保険者証、
印鑑をご持参ください。

・10月７日㈫   北部支所
・10月16日㈭   中部支所
　相談時間　10時～15時30分

●８月28日㈭ 開催
【協議事項】
①７月末事業状況について
② 令和７年産米の米穀共同計算にかかる委託
契約内容について
③諸規程の改正について
④債権の特別処理について
⑤組合員の出資口数の減資について
【報告事項】
①業務一般経過報告について
②令和７年度固定資産確認監査報告について
③ 令和６事業年度農業協同組合及び同連合会
一斉調査の報告について
④県常例検査検査書の受領について
⑤農業生活事業報告について
⑥金融共済事業報告について
⑦自主（自店）検査結果について
⑧広報ＪＡきそ「組合員の声を聴く」投稿報告
⑨組合員の脱退について ほか

■「なんでも相談会」開催ご案内

■虹のサークルについて
　第２回虹のサークルへのご参加ありがとう
ございました。次回も楽しいサークルになれ
ばと思います。ご近所、ご友人をお誘いのう
えご予約ください。
　次回は、10月４日㈯ハーバリウムペンス
タンド＆ペンの制作です。
　ご予約・お
問い合わせは
ＪＡ虹のホー
ルきそへお電
話ください。
 電話：0264-23-2513　担当　渡辺

長野県木曽郡木曽町福島6448番地 1
0120-23-2513  ☎ 0264-23-2513

ＪＡ虹のホールきそ安心・真心・ＪＡ葬祭

月　日 場　所 時　間
９／22㈪

ＪＡ
虹のホールきそ ９時～17時

９／28㈰
10／４㈯
10／10㈮
10／16㈭

作
品
イ
メ
ー
ジ

作
品
イ
メ
ー
ジ

令和７年度ＪＡ祭を下記のとおり開催します。
組合員・地域の皆さまの日頃のご利用に感

謝し、楽しんでいただける多彩な催しを計画
しております。皆さまのご来場をお待ち申し
上げます。
●開催日：10月18日㈯
　　　　　 Ａ・コープきそ店及びグリーン

ファームきそのセールは18日・
19日の２日間開催します。

●会　場： Ａ・コープきそ店周辺 
ＪＡ木曽本所・中部支所

● 詳細は10月の広報誌、新聞折込チラシ、Ｊ
Ａ木曽公式ＬＩＮＥ等でもお知らせします。

ＪＡ祭開催のご案内ＪＡ祭開催のご案内

　10月18日㈯のＪＡ祭の出店者を募集します。
　希望される方は、９月末までに下記へご連絡く
ださい。
電話：0264-22-2128　ＪＡ木曽企画管理部組合員課

ＪＡ祭に出店しませんか？ＪＡ祭に出店しませんか？

分

●出　　店　　料：1,000円（組合員は無料）
●販売できるもの： ハンドメイド雑貨、服飾等 

ワークショップ可 
無許可の飲食物は不可



９月のお休み：毎週水曜日、30日㈫…棚卸し休業日
営業時間：午前 8：30～午後 5：00　グリーンファームきそ　☎22-3061

（30㎏）（30㎏）

米　袋米　袋

540540円円

１巻長さ870ｍ１巻長さ870ｍ
（麻ひも）（麻ひも）

3,1003,100円円

クボタ純正クボタ純正
バインダー用バインダー用
ジュートジュート

丸光丸光
稲刈鎌稲刈鎌

吉利吉利
稲刈鎌稲刈鎌

ステンレス製

保有米用保有米用
紙袋紙袋

コンバイン袋コンバイン袋
片取手片取手

稲刈り用品特集稲刈り用品特集

330330円840840円円 円円

製

8080円円
（５㎏）（５㎏）

（10㎏）（10㎏）

125125円円

138138円円

（価格は税込みです）（価格は税込みです）

掘り出し物半額セール実施中掘り出し物半額セール実施中！！









お申し込み・お問い合わせは
㈱長野県A・コープまごころ宅配センター

026-214-7817

　秋の味覚のさんまは、ＤＨＡやＥＰＡ、ビタミ
ンＢ群、良質なたんぱく質を豊富に含む栄養価の
高い魚です。ＤＨＡやＥＰＡは心血管の健康や、
脳の発達や機能維持に影響を与えるといわれてい
ます。また、ビタミンＢ群や良質なたんぱく質は
肌や髪の健康をサポートし、美容にも良いと言わ
れています。

一口メモ

① にんにくと生姜はみじん切り、長ねぎは４㎝ 程度に切ります。
②  さんまは頭と尾を取り除き、３等分に切り、内蔵を取り出して水
洗いします。

③ ②の水気をキッチンペーパーなどでふき取り、片栗粉をまぶします。
④  鍋に①のにんにくと生姜、Ⓐを入れて火にかけ、一煮立したら③
と①の長ねぎを加えます。

⑤  ④が一煮立したら落し蓋をし、弱めの中火で汁気が半分程度にな
るまで煮込みます。

生さんま ……………… ２尾
にんにく ……………… １片
生姜 …………………… １片
長ねぎ ………………… １本
片栗粉 ………………… 適量

┌ しょうゆ ……… 大さじ1

| 酒 ……………… 大さじ1
Ⓐ| 砂糖 …………… 小さじ２| 豆板醬 ………… 小さじ1
　└ 水 ……………… 1/2カップ

おたよりコーナー 令和７年７月にい令和７年７月にい
ただいたおたよりただいたおたより
からから

父親が残してくれたブルーベリー。昨年肥
料をまいたら今年は大粒に育ち毎朝の収穫
が楽しみです。 （新開：飛田野さん）

うえきばちで育てているトマトの実が１つ
赤くなりました。あまずっぱくて、つめた
くておいしかったです。 （上松：山戸さん）山戸さ ）くてお し です。（上松

小さい畑で夏の野菜を少しずつ収穫して食べて
いて、子どもが毎日楽しく野菜を採ってきてく
れます。自分たちの作った野菜をたくさん食べ
てくれて親はうれしいです。 （大桑：桶野さん）

庭の草は取ってもすぐに生えてきますがそこへセ
キレイが毎朝夕に飛んできて虫か何かをついばん
でいます。かわいいですね。 （南木曽：里村さん）

父から野菜作りを引き継いで30年経ちま
したが、毎年１年生です。近年の温暖化、
気候の変化により播種の時期等も考慮しな
ければ… （南木曽：西さん）

昨年のキュウリから取った種から育て収穫
が始まりました。 （南木曽：三石さん）

住 所
（〒　　　　　　　　　　　）

氏
ふ り が な

名
年 齢

性 別 男・女

電話番号 職 業

組合員資格
（いずれかに○） 正組合員 准組合員 その他

クイズ答え（番号）

ＪＡや広報誌へのご意見・ご要望など
（ご意見・ご要望は事業運営の参考とさせていただきます。）

身近な出来事、話題など
（広報誌にて紹介させていただく場合がございます。）

き り と り 線

2025.９月号

き
り
と
り
線



□発　行：木曽農業協同組合
　　　　 長野県木曽郡木曽町福島2800  〒397-0001☎（0264）22-2128
□発行人：代表理事組合長　亀子 宗樹

〈ホームページ〉
https://www.ja-kiso.iijan.or.jp/
2025.９月１日発行（印刷）木曽オールプリント㈱ 環境に優しい再生紙と

ベジタブルインキを使用しています。

※ 出題エリア№は、左図の通り
です。番号を確認のうえ、ご
記入ください。

① ② ③
④ ⑤ ⑥
⑦ ⑧ ⑨

『
③
・
④
・
⑤
』

（
間
違
い
探
し
の
答
え
は

こ
こ
）

★
当
選
者
の
発
表
は
、
賞

品
の
お
届
け
を
も
っ
て
代

え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

８月号の答え

※ただし、お一人様一通の応募とさせていただきます。
※印刷によるキズや汚れは関係ありません。

今回は御嶽山二ノ池（職員撮影）からの問題です。左
右の写真を比べると、３ヵ所の違いがあります。挑戦
してください。クイズの解答を募集します。

　右下のハガキを点線で切り取り、必要事項をご記入
の上、ＪＡ木曽本支所窓口、Ａ・コープきそ店備え付
けの応募箱へお出しいただくか郵送してください。
ＪＡ木曽ＨＰからの応募も可能です。

応 募 方 法

◎応募の締切　９月30日㈫ 必着

　正解者の中から抽選で５名の方に
チューリップの球根をプレゼント。

今月のプレゼント

投函日にご留意ください。

き
り
と
り
線

①① ②② ③③

④④ ⑤⑤ ⑥⑥
⑦⑦ ⑧⑧ ⑨⑨

料金受取人払郵便

差出有効期限

令和８年５月
31日まで
（切手不要）

木曽福島局
承　認

1020 長
野
県
木
曽
郡
木
曽
町
福
島
２
８
０
０

Ｊ
Ａ
木
曽

頭
の
体
操 

 

　

ま
ち
が
い
さ
が
し
に
挑
戦　

宛

　
（
Ｊ
Ａ
木
曽
「
組
合
員
の
声
を
聴
く
」
兼
）

P O S T  C A R D

３ ９ ７ ８ ７ ９ ０

き り と り 線


